独創モデル化
課題申請書

（様式）
　

（様　式　１－１）                                                          （事務局記入欄）

	受付番号
	

	受 付 日
	２０年　　月  　日


独創モデル化課題申請書
作成年月日　平成２０年　　月　　日　
	課題の
名　称
	

	申
請
企
業
	（フリガナ）
企業名
	

	
	
	

	
	（フリガナ）
代表者名
	

	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（印）

	
	
	役職
	

	
	（フリガナ）
本　社
所 在 地
	〒　　　－
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	TEL
	　　　　－　　　　－
	FAX
	　　　　－　　　　－


	大
学
・
公
的
研
究
機
関
等
の
研
究
者
	（フリガナ）
研究者名
	

	
	
	                            　　　　　　　　　　　　　　　　（印）　　　（印）

	
	（フリガナ）
所属する
研究機関
の名称等
	

	
	
	

	
	
	所属
	

	
	
	役職
	

	
	
	分類
	
	e-mail
	

	
	（フリガナ）
研究機関
所 在 地
	〒　　　－
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	TEL
	　　　　－　　　　－
	FAX
	　　　　－　　　　－

	
	（フリガナ）
上記以外
の連絡先
	〒　　　－
	

	
	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	TEL
	　　　　－　　　　－
	FAX
	　　　　－　　　　－


（様　式　１－２）
	企
業
の
担
当
者
	実
施
担
当
	（フリガナ）
担当者名
	

	
	
	
	

	
	
	
	所属
	

	
	
	
	役職
	
	e-mail
	

	
	
	（フリガナ）
所属部署
所 在 地
	〒　　　－
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	TEL
	　　　　－　　　　－
	FAX
	　　　　－　　　　－

	
	経
理
担
当
	（フリガナ）
担当者名
	

	
	
	
	

	
	
	
	所属
	

	
	
	
	役職
	

	
	
	（フリガナ）
所属部署
所 在 地
	〒　　　－
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	TEL
	　　　　－　　　　－
	FAX
	　　　　－　　　　－


	課 題 の 技 術 分 野　
	

	  主
	
	  副
	
	
	


（様　式　１－３）
	課題の
名　称
	

	モデル化課題の概要


	キーワード
	

	モデル化に要するＪＳＴ資金：　　　　千円　

モデル化期間中支出する予定の自己資金：　　　　千円、うち人件費　　　　千円
モデル化に要する期間： 　　 ヵ月

	研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）に基づく体制整備等の実施状況報告書を提出済みの場合は、以下に記入

	e-Radにおける研究機関番号
	

	提出日（郵送の場合は発送日）
	　　　　　　　　　　年　　月　　日

	未提出の場合、提出予定日
	　　　　　　　　　　年　　月頃


モデル化の際に利用する特許（原権利）

	発明の名称
	出願番号
	出願人
（所属機関）
	発明者
（所属機関）
	出願人からの

権利使用内諾
	備考

	① 記入例）
 ○○○装置
	記入例）
特願2000－OOOOO
	記入例）
科学太郎
（㈱科学企業）
	記入例）
科学太郎
（現:㈱科学企業、発明時:科学大学）
	□済
	□未
	

	
	
	
	
	理由：
	

	②
	
	
	
	□済
	□未
	

	
	
	
	
	理由：
	


（様　式　２－１）

	１．用　途


	２．期待される効果
　(１)　期待される新産業の分野
　(２)　経済的な効果
　(３)　社会的な効果



（様　式　２－２）

４．モデル化課題の内容

　(１)　コンセプトの新規性
　(２)　コンセプトの効果（新産業創出の期待）
　(３)　モデル化の内容
　(４)　モデル化の具体的な目標
　(５)　コンセプトと研究成果（特許）の関係
　(６)　コンセプトに対する競合技術
（様　式　２－３）

５．実施の方法
 　 

（様　式　２－４）

６．実用化に向けてのビジョン 
　 


（様　式　２－５）

７．これまでの研究の流れ

８．研究成果とＪＳＴ等の各種事業との関連の有無
 □有り（ 　　                                ）、□無し
（様　式　２－６）

９．本モデル化終了後の構想

　□自社で企業化に努めたい。
　□ＪＳＴの諸事業を利用して企業化に努めたい。
　□他社に技術供与（ライセンス等）したい。
　□その他

１０．本事業及びＪＳＴ内で行っている他事業への応募、実施経験の有無

（１）本事業の実施経験
□有り、　□無し

（２）ＪＳＴ内で行っている他事業への応募、実施経験
□有り、　□無し

１１．ＪＳＴ以外の他制度への応募の有無

　□有り（※予算規模も記載してください）、　□無し

１２．本応募の際の情報源
　□ＪＳＴのホームページ        □ダイレクトメール　　 　　□募集説明会
　□ＪＳＴのパンフレット（パンフ名：　　　　　　　　）　　 □ＪＳＴのメールマガジン
□その他のメールマガジン（メールマガジン名：　　　　　　　　　）
　□技術フェアやシンポジウム等のブース  □所属機関からの回覧等
　□協力研究者からの紹介　　　　　　　　□新聞、雑誌の記事
　
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

（様　式　２－別紙１）

　　　　　　　　　　　　　　倫　理　面　へ　の　配　慮

課題の名称：


（様　式２－別紙２）

専　門　用　語　の　説　明

	課題名
	

	用語
	説明

	
	


（様　式　３）                                                              （事務局記入欄）
	 受付番号
	


関連特許・参考文献等リスト
１．企業化時に必要と思われる特許（上記「１．原権利」以外の特許）

	発明の名称
	出願番号
	出願人
（所属機関）

	発明者
（所属機関）

	出願人からの

権利使用内諾

	備考

	①
	
	
	
	□済
	□未
	

	
	
	
	
	理由：
	


２．参考文献等

　(１)　論　　文
　　　著者名：
　　  標　題：
　　　文献名、巻号、頁、発行年
　(２)　学会発表
　　　発表者名：
　　  題　　目：
　　　学会名・発表機関名
　　　予稿集の頁、発行年
（ 様　式　４－１ ）
実　施　計　画　書
　「　　　　　　　課　　　　　　題　　　　　　の　　　　　　名　　　　　　称　　　　　　　」
１．モデル化の内容
２．モデル化の目標
３．モデル化実施期間
　　　　　ヵ月
４．実施項目及び実施計画
　（１）　実施項目
	実　　施　　項　　目
	必　　要　　な　　作　　業　　・　　設　　備

	○○○設備関係
	

	○○○設計
	

	○○○部製作
	

	○○○組立・評価・取りまとめ
	


　（２）　日　程
	          年月

実施項目　
	平成２０年
	平成２１年

	
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3

	○○○設備関係
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	○○○設計
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○○部製作
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○○○組立・評価・取りまとめ
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（ 様　式　４－２）

５．所要資金
　（１）　資金の使途
        モデル化の実施に要するＪＳＴ資金の総額　　　　　　　千円
　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	直接経費

Ⅰ．設　備　費
Ⅱ．試作評価費
	 

	　 小　　　計
	 

	Ⅲ．間接経費（○○％）
	

	合　　　計
	


　（２）　使途の内訳
　　（Ⅰ）　設備費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	区　分
	項　　　　　　　目
	金　　　額

	Ⅰ－１
Ⅰ－２
Ⅰ－３
	○○○製造関係設備費
○○○加工関係設備費
○○○測定・評価関係設備費
	

	　　　　合　　　　　　　　　計
	


　　（Ⅱ）　試作評価費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
	区　分
	項　　　　　　　目
	金　　　額

	Ⅱ－１
Ⅱ－１－１
Ⅱ－１－２

Ⅱ－２
Ⅱ－２－１
Ⅱ－２－２
Ⅱ－３
Ⅱ－３－１

Ⅱ－３－２

Ⅱ－３－３

Ⅱ－３－４

Ⅱ－３－５

Ⅱ－３－６


	材料費及び試作用消耗品費
　▽▽▽部試作材料
　△△△部試作用消耗品
外注費
　○○○部製作外注
　□□□部品製作外注
経　費
  委託研究費（○○大学）

　（または共同研究費）
　評価試験費
　旅　費

　調査費

　借料

　保険料
	

	　　　　合　　　　　　　　　計
	


（ 様　式　４－３ ）
６．モデル化で利用可能な主な既存設備及びその設置場所
７．モデル化を実施する場所
・社内での実施場所
・社外での実施場所
８．モデル化に携わる者
	氏　　名
	役　　　　職
	モ　デ　ル　化　で　の　役　割
	モデル化への

エフォート

	(ID:            )
	
	
	　　　　　　　         ％

	(ID:            )
	
	
	　　　　　　　         ％

	(ID:            )
	
	
	　　　　　　　         ％

	(ID:            )
	
	
	　　　　　　　         ％

	(ID:            )
	
	
	　　　　　　　         ％


９．モデル化への社外からの参加者
	氏　　名
	所　属　　及び　

役　職
	モ　デ　ル　化　で　の　役　割
	モデル化への

エフォート

	(ID:            )
	
	
	　　　　　　　         ％

	(ID:            )
	
	
	　　　　　　　         ％

	(ID:            )
	
	
	　　　　　　　         ％


（様　式　４－別紙１）
外注費、委託・共同研究費が直接経費の５０％を超える理由書

1． 企　業　名：

2． 課題の名称：

3． 直　接　経　費　の　総　額　　：○○,○○○千円

4． 外注費、委託・共同研究費の総額：○○,○○○千円（直接経費総額の○○％）

5． 外注先（委託・共同研究先）とその内容・仕様及び金額

	
	企業名（研究機関名）
	内　容・仕　様
	金　額（千円）

	①
	
	
	

	②
	
	
	

	③
	
	
	

	④
	
	
	


※件数に応じて、上記欄は増減してください。

６．超過理由

（例）

　　本モデル化は、○○○装置の試作であるが、目的を達成するためには、○○○の○○○や○○○を高精度に測定し、それを製作条件にフィードバックして、高品質な○○○を作製する必要がある。

　装置の○○○を測定するためには、○○○な測定装置が必要であるが、世界中でもそのような装置は例がなく、唯一、○年前に○○○株式会社○○研究所の研究グループが装置を試作し、○○の測定精度を達成している。

　幸い、○○○○株式会社○○研究所の研究グループと相談の結果、当該測定装置を用いた○○○の測定を受託可能との見解を得た。しかし、当該測定装置の稼働には多額の費用を要し、測定一回あたり○○○万円の使用料を必要とすることから外注費が高額となるものである。

　なお、本外注は、当社で試作した○○○を、○○○○株式会社が測定するものであり、研究の本質に当たるものではない。

（ 様　式　５ ）
企　業　概　要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日
　「　　　　　　　課　　　　　題　　　　　の　　　　　名　　　　　称　　　　　　　　　　　」
	企　業　名
	株式会社　○○○○
	上　場
	有（　年　月）・無

	本社所在地
	○○県○○市○○町○丁目○番○号
	設立年月
	昭和○○年○○月

	工　　場
	本社工場（○○市）、□□工場（□□市）
	研究所
	　　 有　　・　　無

	役　　員
	（社長）○○○○○　　　　　（役員○○名）
                　　　（研究開発者○○名）
	社員数
	○○○名
（研究開発要員○○名）

	ホームページ
	 http://

	 eq \o\ad(事業内容,　　　　　　　　　)
	○○○○、□□□□の製造及び販売、△△△△の受託研究開発

	 eq \o\ad(主要株主,　　　　　　　　　)
	○○○○（　　％）、□□□□（　　％）、△△△△（　　％）

	主要取引銀行
	○○銀行△△支店、□□銀行▽▽支店

	 eq \o\ad(関係会社,　　　　　　　　　)
	株式会社　○○○○（販売会社）

	研究開発実績
研究開発能力
	

	
	技術分野の
キーワード
	

	経営状況と
見　通　し
	

	ＪＳＴ等との
関　　係
	

	決　算　期
	平成　年　月期
	指　数
	平成　年　月期
	指　数
	平成　年　月期
	指 数

	財
政
状
態
	資　 本　 金
	Ａ  　　百万円
	100
	a       百万円
	a/A×100
	a’       百万円
	a’/A×100

	
	 eq \o\ad(自己資本,　　　　　　　　　　　)
	Ｂ　　　百万円
	100
	b       百万円
	b/B×100
	b’       百万円
	b’/B×100

	
	総　 資　 産
	Ｃ    　百万円
	100
	c       百万円
	c/C×100
	c’       百万円
	c’/C×100

	経
営
状
態
	売　 上　 高
	Ｄ    　百万円
	100
	d       百万円
	d/D×100
	d’       百万円
	d’/D×100

	
	 eq \o\ad(経常利益,　　　　　　　　　　　)
	Ｅ　　　百万円
	100
	e　 　　百万円
	e/E×100
	e’       百万円
	e’/E×100

	
	 eq \o\ad(当期利益,　　　　　　　　　　　)
	Ｆ　　　百万円
	100
	f　 　　百万円
	f/F×100
	f’       百万円
	f’/F×100

	財
務
比
率
分
析
	自己資本比率
	Ｂ／Ｃ　　　％
	　　b／c　　　　％
	　　b’／c’  　　　％

	
	経常利益率①
	     Ｅ／Ｄ      ％
	  e／d        ％
	     e’／d’        ％

	
	経常利益率②
	    Ｅ／Ｃ      ％
	  e／c        ％
	    e’／c’        ％

	
	研究開発費
研究開発費率③
	        Ｇ    百万円
    Ｇ／Ｄ      ％
	      g      百万円
       g／d        ％
	       g’      百万円
    g’／d’  　　  ％

	
	配 　当 　率
	                ％
	                ％
	                ％

	特　記　事　項
	


注）経常利益率①は対売上高、経常利益率②は対総資産、研究開発費率③は対売上高で記入ください。























































































































































































































































































































































































